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令和３年４月号

西公民館だより
（卯月）

私たちの地域も例年より早めに開花した桃や李の花に彩ら

れて穏やかな春本番となりました。

四月から新たな歩みを始めた大勢の皆様に祝福のエール

をお贈りするとともに、黄色い帽子で集団登校する清々しい

児童たちの姿を健やかにとの願いで見送ると、今日一日の活

力や豊かさを得たような想いも致します。

こうした中、新年度もコロナ禍の収束が見通せない状況が

続いていますので、来館時には検温をはじめマスクの着用や

手の消毒を行い、３密を避けるなどの感染防止策を講じてご

利用くださいますようご協力をお願い致します。
館 長 志 村 克 美

主 事 津 田 はるみ

作品展示会を開催しました

筆ペン字教室の作品
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かご作り教室の作品

萩の会絵手紙の作品 ひこばえ短歌会の作品

下西区サロン川柳部の作品
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地域の皆さんの作品
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